
 

 

 

 

 令和 3 年 11 月 9 日 

各 位 

                                   株式会社東和銀行 

令和 4 年 3 月期第 2 四半期（単体）決算について 
 

【単体決算概要】                           （単位：百万円）          

  令和 4 年 3 月期 

第 2 四半期 

令和 3 年 3 月期 

第 2 四半期 
前年同期比 

実質業務純益 4,175 2,421 1,754 

コア業務純益 3,530 2,422 1,108 

経常利益 3,444 2,689 755 

中間純利益 2,106 1,625 481 

 

令和 3 年度中間期の業績は、預金が安定した預金調達に努めた結果、個人・法人ともに増加し、

前年同期比 651 億円増加の 2 兆 1,630 億円となり、貸出金が中小企業向け貸出に注力した結果、同

217 億円増加の 1 兆 5,161 億円となり、預金・貸出金とも順調に推移いたしました。 
 

コア業務純益は、資金利益が前年同期比 333 百万円増加したことや、役務取引等利益が前年同期

比 279 百万円増加したことから、前年同期比 1,108 百万円増加の 3,530 百万円となりました。 

経常利益は、政策保有株式の削減に係る株式等関係損益の増加などにより、前年同期比 755 百万

円増加の 3,444 百万円となり、中間純利益は同 481 百万円増加の 2,106 百万円となりました。 
 

なお、顧客向けサービス業務利益（本業利益）はプラス、総資金利鞘 0.21％、預貸金利鞘 0.32％

を確保しております。 

自己資本比率は、単体が前年同期比 0.22 ポイント上昇の 10.67％、連結が同 0.34 ポイント上昇

の 10.74％となりました。金融再生法開示債権比率は、前年同期比 0.31 ポイント上昇し 2.58％とな

りました。 
 

 【参考】 
  単体業績修正予想                                      （単位：百万円） 

 
経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 

修正前 修正後 増減額 修正前 修正後 増減額 

中間期 1,000 3,440 2,440 750 2,100 1,350 

通期 2,000 4,000 2,000 1,500 2,500 1,000 

 

連結業績修正予想                                                          （単位：百万円） 

 
経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 

修正前 修正後 増減額 修正前 修正後 増減額 

中間期 1,000 3,530 2,530 750 2,170 1,420 

通期 2,000 4,100 2,100 1,500 2,600 1,100 

    ※単体・連結ともに、中間期（令和 3 年 4 月 1 日～令和 3 月 9 月 30 日）、通期（令和 3 年 4 月 1 日～令和 4 月 3 月 31 日） 

 

以 上 

                        


